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東海国立大学機構 大学文書資料室ニュース

東海国立大学機構の施設となる
詳しくは前号を参照していただきますが、大学文

書資料室（以下、本室）は、令和2（2020）年4月1日
に国立大学法人東海国立大学機構（以下、機構）が発
足したことに伴い、所属先が名古屋大学から機構に変
わりました。
これにより、歴史公文書等（歴史資料として重要

な法人文書等）については、名古屋大学（以下、名大）
だけではなく、岐阜大学（以下、岐大）についても管
轄することになりました。これまで本室は、名大以外
の大学の歴史にも関心を向けてはいましたが、歴史公
文書等が移管されて来る対象になることとは次元が違
います。岐大の歴史を語る公文書資料を後世に伝える
責任が課せられたわけです。
また、複数の国立大学が1つの国立大学法人の下

に置かれたことは、日本では初めてのことです。本室
にとって、令和2年度が大きな節目の年になることは
間違いないものと思われました。

新型コロナの流行への対応
しかし、特に令和2年度に入ってから、新型コロ

ナウイルス感染症（以下、感染症）の流行が、本室に
も少なからぬ影響を及ぼすことになりました。名大が、
本室が所在する東山キャンパスについて、本室の業務
に大きな影響を及ぼす発表をしたのは4月16日のこと
です。これは、愛知県が独自の緊急事態宣言を発出し、
大学にも休業が要請されたことを受けたものでした。
この時名大は、かねてより運用していた独自の「新型
コロナウイルス感染症（COVID-19）における名古屋

大学の活動指針」（以下、活動指針）を、全体の警戒
カテゴリーではＣ（緊急事態）に、具体的な活動指針
の事務業務の項目については、最高レベルの「大学機
能の維持のために必要な職員のみ出勤。その他は在宅
勤務」に引き上げたのです。
その直前まで、事務業務についてはレベル2「在

宅勤務の部分実施及び時差出勤の活用」とされ、すで
に名大では一定の職員が在宅勤務を実施していました
が、本室は通常の勤務体制のままでした。これは、本
室の業務の根幹的な部分が、目録の作成や書庫の管理
など、所蔵歴史資料を直接参照しながらでなければで
きない内容であることによります。しかし、事態がこ
こに至っては、在宅勤務を中心とする体制に移行せざ
るを得なくなりました。また、特定歴史公文書等の学
外者による来室利用についても、停止措置をとらざる
をえませんでした。
具体的には、4月20日から5月6日までは（その

後5月17日まで延長）、本室（本部別館）で勤務する
スタッフは当番の1名のみとしました。本室の運営に
関する最低限の事務のほか、特定歴史公文書等の利用
に関する電話やメール等を通じてのレファレンス業
務、機構・名大の職員による特定歴史公文書等の業務
利用への対応等があるため、全員を在宅勤務にするこ
とは不可能でした。
在宅勤務の内容は、職員が自宅に特定歴史公文書

等をはじめとする歴史資料を持ち帰るわけにはいかな
いため、限られた業務にならざるをえません。そこで、
業務としての優先度は高くありませんが、『名古屋大
学五十年史』の編さんの際に作成された、紙の形でし
か残っていない検索台帳を、デジタル入力してデータ
ベース化する作業を行うことにしました。
その後、県から大学への休業要請が解除されたこ

とに伴い、5月18日から名大の活動指針も緩和されま
した。これを受けて、本室での勤務は、堀田（常時勤
務）のほかは2名の当番制としました。また、学外者
による特定歴史公文書等の来室利用も再開しました。
この段階では、名大内の図書館や博物館、展示館

等は、依然として利用がかなり制限されているか閉館
されていました。しかし本室の場合、それらの施設に
比べると利用者が少なく、いわゆる三密の状態にはな
りづらいこと、そして何より、特定歴史公文書等の利
用は国民の請求権に属するものであり、その長期にわ
たる制限は望ましくないことから、利用の再開に踏み

本部別館の門の新看板

新型コロナ下における大学文書資料室
大学文書資料室　堀田 慎一郎
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切りました。そして6月1日から、名大の活動指針が
さらに緩和されたことに伴い、在宅勤務なしの体制に
復することができました。
その後も、感染症流行の第2波、第3波が押し寄

せてきました。本室は、特定歴史公文書等の来室利用
（学外者）については、東山キャンパスへの学外者の
入構が全面禁止されない限り停止しないことを方針と
しました（6月以降、停止措置なし）。また、業務体
制についても、事務業務の活動指針が最高レベルにな
らない限り在宅勤務は行わないことにしました。ただ
その後、機構から在宅勤務が強く要請されたことに鑑
み、最高レベルの1つ前でも部分的在宅勤務体制に移
行することになりました。

新型コロナ流行による活動への影響
このような対応によって、本室としては最も優先

すべき所蔵資料の整理作業が遅れたことは否めませ
ん。また、特定歴史公文書等ほかの歴史資料の学外者
による利用も、例年より少なくなりました。ただその
代わりに、電話やメールによるレファレンスの件数が
増えました。本室に直接出向かなくても、できるだけ
調査の目的が達せられるよう対応しています。
そのほか、本室の教員が講義を担当している2つ

の全学教育科目を、いずれもオンラインで実施するこ
とになりました。その1つの「名大の歴史をたどる」は、
受講者200名の大人数講義のため、NUCT（名大が以
前から導入していたオンライン学習支援システム）を
通じての資料配布や小テストによる講義になりました。
これは新1年生を対象とするものであり、キャンパス
をほとんど見たことがない学生に理解できる教材を用
意することに苦労しました。
もう1つの「アーカイブズ学入門」は、ZOOMに

よるリアルタイムの講義として実施しました。全体的
に対面に近い講義ができたと思いますが、それでも附
属図書館での古文書実習や、本室でのアーカイブズ利

用など、実地での講義はできませんでした。
また、本室が多くの人々を対象に定期的な企画が

行える貴重な機会になっているホームカミングデイも、
オンラインで実施することになりました（5頁参照）。
そのほか、在宅勤務体制は『名古屋大学創立80周

年記念史』の執筆者にも影響を与え、原稿の完成が遅
れて刊行スケジュールの変更を余儀なくされました。

岐阜大学の歴史公文書への対応
岐大には、機構設置前まで、公文書管理法に基づ

き内閣総理大臣から「国立公文書館等」として指定を
受けた施設は設置されていませんでした。この場合、
岐大の歴史公文書等は、現用文書としての保存期間が
満了した場合、東京の国立公文書館に移管する以外に
選択肢がありません。しかし、平成13（2011）年の公文
書管理法施行以来、岐大から国立公文書館に歴史公文
書等が移管された実績はゼロでした。現実的には、国
立公文書館も国立大学の歴史公文書等を本格的に受け
入れる書庫等の余裕はなく、このままでは岐大には歴
史公文書等が存在しないということで、歴史的に重要
な法人文書が廃棄されていくことになりかねません。
しかし、地域における高等教育・研究の中心機関であ
る岐大に歴史公文書等がないとは考えられず、年史編
さんに最低限必要な法人文書も少なくないはずです。
そこで、機構が設置されるに先立って、名大と岐大

の法人文書管理担当者と本室が協議し、それまでの名
大の「法人文書の保存期間・移管等に関する基準」を
ベースに、岐大の基準を定めました。また、岐大にお
ける歴史公文書等に相当する法人文書が廃棄されない
よう、岐大の法人文書ファイル廃棄簿も本室がチェッ
クすることになりました。
ただし、本室には、岐大の歴史公文書等を一度に

受け入れるだけの書庫がないことも事実でした。また、
移管後の歴史公文書等を、岐大の職員が業務参照する
場合、名大まで来なければならないという不便もあり
ます。そこで当面、岐大の歴史公文書等は、無期限保
存文書として現用文書のまま岐大で保存することにし
ました。もちろん、現用文書の書庫は一般に温湿度等
の保存環境が悪く、しかも国民が閲覧するには情報公
開法に基づく情報開示請求をしなければならないなど、
この方法には問題が多く、あくまでも一時的措置です。
そして令和2年度に入り、令和元年度末に保存期

間が満了した岐大の法人文書の廃棄簿を、本室が確認
する機会がありました。機構設置前に保存期間が満了
したものですので、参考に意見を述べた程度でした
が、これまで歴史公文書等の存在を前提とせずに業務
を行ってきた岐大との意識の差を感じることもありま
した。岐大の皆さんのご理解を得ながら、少しずつ歴
史公文書等の管理体制を整えていきたいと思います。

学外者入構が禁止された時期に東山キャンパスの各所に 
置かれたコーン（令和2年4月）
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資料室だより①資料室だより①

大学文書資料室（以下、本室）では、令和元（2019）年度において、下表の通り特定歴史公文書等4,632点、歴史
資料等4,385点、合わせて9,017点の資料を、識別番号を付した所蔵資料として正式に受け入れ、目録情報をオンラ
イン資料検索システムにアップロードしました。
特定歴史公文書等とは、公文書管理法に基づき、主に名古屋大学（以下、本学）の組織から移管された法人文

書です。令和元年度は、前年度（平成30年度）の10倍近くに増えていることが目に付きます。ただ、これは下表一
番下の「その他」が増えているためで、それを除けば382点となり、前年度よりやや減っています。「その他」とは、
これまでに元教員等から受贈してきた未整理資料の整理が進み、その中で公文書的な性格が強い資料を特定歴史公
文書等として登録したものです。公文書管理法では、こうした機関内の組織以外の団体・個人から受贈する資料の
ことを想定して、「等」を付けた「特定歴史公文書等」という表現が用いられています。
歴史資料等とは、これも公文書管理法に基づきしかるべき管理が義務づけられている、特定歴史公文書等以外

の歴史資料を指します。下表における「名古屋大学（本部）」及び「名古屋大学（部局）」は、平成30年度に本学が
作成した刊行物・印刷物です（本学ではこうした刊行物・印刷物を、その次年度に、刊行・印刷組織から本室へ洩
れなく提供することになっています）。また、令和元年度は、平成30年度ほどではありませんが、「個人」が多くの
割合を占めています。これらの「個人」資料も、先ほどの「その他」資料と同じく、これまで元教員から受贈して
きた未整理資料が整理された結果です。
特定歴史公文書等と歴史資料等を合わせた9,017点という数は、平成30年度とほぼ同じです。

○令和元年度に大学文書資料室が受け入れた資料

特定歴史公文書等 歴史資料等 　
移管・寄贈元（令和元年度末現在の名称） 点数 提供・寄贈元 点数

総務部 23 名古屋大学（本部） 119
財務部 2 名古屋大学（部局） 553
研究協力部 35 名古屋大学関係団体等 85
企画部 28 アーカイブズ機関等 150
教育推進部 25 大学・研究機関等 60
情報連携統括本部（情報推進部） 14 個人 3,242
監査室 2 学外その他 143
施設管理部 3 学外その他 33
Development Office 17 合計 4,385
文系事務部 29
理学部・理学研究科・多元数理科学研究科事務部 25
医学部・医学系研究科事務部 51
工学部・工学研究科事務部 11
農学部・生命農学研究科 65
研究所事務部 18
附属図書館事務部 19
総合保健体育科学センター 15
その他（元教職員、大学史編集室など） 4,250
合計 4,632
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大学文書資料室（以下、本室）は、令和2（2020）年10月17日（土）に開催された第16回名古屋大学ホームカミ
ングデイ（以下、HCD）において、①「豊田講堂建設60周年記念展（1）―ちょっと豊講史―」、②「豊田講堂建設
60周年記念展（2）―ムービー・豊田講堂の歴史―」、③「スライドショー　写真で見るあの頃の名大」の3つの企画
を行いました。
今回のHCDは、新型コロナウイルス感染症流行の影響で、全企画をオンラインで実施することになりました。

令和2年は豊田講堂建設60周年にあたることから、これを記念する企画展を行う予定でしたが、企画の見直し余儀
なくされました。ただ、ガラスケースでの資料展示はできないものの、パネル展に代わるものとして、「ちょっと
名大史」（名古屋大学の月刊広報誌『名大トピックス』で連載）の豊田講堂に関する記事10回分を1つの PDFファ
イルにまとめて、HCDのサイトで配信しました（①）。また、これまでに本室が作成し、名古屋大学のホームペー
ジで配信してきた4本の豊田講堂に関するムービーを、視聴しやすいようにYoutube で配信しました（②）。これ
らの企画は、名古屋大学施設・環境計画推進室が豊田講堂60周年事業として実施した企画「設計者：槇文彦氏が語
る豊田講堂設計時の思い出」と連携する形で、HCDのサイトでは並べて公開されました。
前年に実施した企画のうち、「東山キャンパス名大史ツアー」は断念しましたが、毎年好評のスライショーは引

き続き行いました（③）。元々この企画は、HCDの会場で上映した後、本室のホームページで配信してきたもので
す。今回も、HCDに特に招待される、卒業後50周年、40周年、30周年、20周年、10周年の卒業生それぞれの在学
期間中の30枚ほどの写真等をピックアップし、5本のスライドショーにまとめました。現在も、本室のホームペー
ジで視聴することができます。

○オンラインホームカミングデイで
　　　　　　　　　3つの企画を行いました

資料室だより②資料室だより②

　1960（昭和35）年にトヨタ自動車工業株式会社（現在のト
ヨタ自動車株式会社）によって建設寄附された豊田講堂は、
日本建築学会賞受賞（1962年）、「都市景観重要建築物」（名
古屋市）指定（1993年）、「DOCOMOMO in Japan 近代建
築100」選出（2003年）と、建築物としての意匠やそれが
生み出す景観が高く評価されてきました。
　そして今年、豊田講堂の価値があらためて認められるこ
とになりました。
　２月には、第20回 BELCA 賞（ベストリフォーム部門）
を受賞しました。BELCA 賞は、公益社団法人ロングライ
フビル推進協会（略称 BELCA）が創設した、我が国初の
既存建築物の総合的表彰制度です。選考講評では、歴史的
文化的価値の高いモダニズム建築である豊田講堂に対し、
外観を保全しつつ改修・増築を実施し、「建物を使い続け
るという大学の明確な意思とそれに応えた技術側の努力が
建築の活性化、長寿命化を実現した優れた範例である。」

と評価されています。
　そして７月、「名古屋大学豊田講堂」が国の登録有形文
化財となりました。この登録は、文化財保護法にもとづき、
所有者の希望を受けた文化庁が有識者からなる文化審議会
に諮問し、その答申をへて決定されるものです。名古屋大
学としては、鶴舞キャンパスにある愛知県立医学専門学校

（医学部の前身）および愛知病院（医学部附属病院の前身）
の門と外塀あわせて３件（2007年）以来の登録です。
　名古屋大学は、医学部の前身学校の創立（創基）から数
えると140年の歴史を持っていますが、名古屋帝国大学と
して創立されてからは72年です。さらに創立期が戦時期か
ら敗戦直後に重なっていたこともあって、現在のキャンパ
スには古い歴史的な建物がほとんど存在しません。それだ
けに、しかもこの創基140周年の年に豊田講堂があらため
て評価されたことは、きわめて大きな意義を持っていると
いえるでしょう。

名古屋大学基金へのご寄附をお願い申し上げます。この基金は、平成18年３月に創設され、学生育英事業、教育・研究環境整備
事業、国際交流事業などの充実のために活用されます。ご寄附のお申し込み、お問い合わせは総務課（基金推進室）あて（電話
052-789-4993，2011、Eメール kikin@post.jimu.nagoya-u.ac.jp）にお願いいたします。

名古屋大学基金

１　�国の登録有形文化財の登録プレート。まも
なく豊田講堂に上掲される予定。

２　�国の登録有形文化財の登録証。
３　�５月17日にロイヤルパークホテル（東京／

日本橋）で挙行された第20回 BELCA 賞表彰
式において、本学を代表して表彰を受ける
藤井理事。

４　�2007年度竣工のトヨタ自動車株式会社お
よびトヨタグループ各社の寄附による全面
改修・増築後の豊田講堂。その外観は建設
当時のままに保存された。

５　�全面改修で増築されたホワイエ（アトリウ
ム）。これにより豊田講堂と名古屋大学シ
ンポジオンを一体化し、それぞれの機能の
活性化をはかっている。

１ ２ ３

４ ５

113 豊
とよ

田
だ

講堂の有形文化財登録とBELCA賞受賞

①で配信した記事の１つ 1989年頃の医学部附属病院（鶴舞）正門（③で配信した写真より）

1969年頃の文科系食堂（③で配信した写真より）
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「南山アーカイブズ」という言葉をきいたとき、南
山大学構内に、大学史資料室があるものと想像しまし
た。しかしそれは間違いで、南山アーカイブズは五軒
家町（南山高等・中学校男子部の所在地）にあるライ
ネルス館のなかに開設された、学校法人南山学園の学
園全体に関する史資料を移管・収集・調査・整理・保管・
公開・活用するための施設でした。もとは別々にあっ
た「南山学園史料室」と「南山大学史料室」を統合し
て2014年９月に開設したもので、学園業務文書と学園
史資料とが収蔵されています。
さて、2021年1月の半ばに、実際に南山アーカイブ

ズを訪問させていただきました。いりなか駅を出て緩
やかな坂を上り、南山学園講堂と学園創設者ライネル
ス氏の胸像を通り過ぎると、右手にライネルス館が現
れます。ライネルス館はもともと1932年に竣工した旧
制南山中学校の校舎であり、アジア・太平洋戦争中は
軍に接収されて名古屋聯隊指令部庁舎として使用され
た時期があるなど、建物自体の歴史も興味深いです。
受付でパンフレットと『学校法人南山学園　南山アー
カイブズ常設展示図録』（南山アーカイブズ編、2015
年）、スタンプラリーの台紙、常設展クイズ問題を受
け取り、常設展示室へ向いました。
常設展示室は、ライネルス館３階の東側３分の１

ほど、廊下部分を利用したアプローチと、二つの教
室を使った展示室Ⅰ及びⅡから成っており、バック
ミュージックには子どもたちによる合唱が流れて大変
明るい雰囲気です。展示の構成は次の通りです。

アプローチ
Ⅰ室

１　神言会・聖霊会の来日と教育事業の開始
２　南山中学校（旧制）の設置
３　南山小学校の設置と廃止
４・５　アジア・太平洋戦争と南山中学校
６　戦後教育改革と南山外国語専門学校の設置
７　聖霊高等学校・中学校の設置
８　南山高等学校・中学校（男子部）の設置
９　南山高等学校・中学校（女子部）の設置

10・11　南山大学の設置
12　人類学民族学研究所

Ⅱ室
13　�聖霊高等学校・中学校の移転と名古屋聖霊短
期大学の設置

14・15　南山大学の移転
16　南山大学の学生たち
17・18　南山短期大学の設置と発展
19　研究機関の充実
20　�南山大学外国人留学生別科と南山大学生の留
学

21　�帰国子女特別学級から南山国際高等学校・中
学校の設置へ

南山アーカイブズ常設展示を見学して
大学文書資料室　林　喜子

写真１　ライネルス館外観
（1998年国登録有形文化財）

写真２　南山アーカイブズ常設展示室入口
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22　21世紀の南山学園
23　南山大学附属小学校の開校

かつての南山学園史料室でも常設展示が行なわれ
ていたようですが、南山アーカイブズの常設展示とし
てリニューアルするにあたって、例えば各単位校個別
の学校史ではなく、「学園史」の視点から展示を構成
したり、学園の概要を理解する助けとなるパネルを作
成し、さらに図録を発行したりするなど、大きな変革
が行なわれたとのことです。
文書や写真のみならず、机（ライネルス氏が使用

したもの）や椅子（南山大学を設計したレーモンド氏
によるデザイン）、制服、学校模型など、物品もふん
だんに展示されており、また「中学校設置許可申請」
といった、開校を語るうえで不可欠な史料に加えて、
「生徒が作成した時間割」など当時の学校生活を具体
的に知りうる資料も展示されていて、様々な角度から
南山学園の歴史を体感することができました。
私は普段、大学文書資料室の業務で、国立大学の

資料を扱っています。そのため今回の見学では、私立
学園の歴史、しかも大学以外の学校を含んだ歴史に触
れるという点が何よりも新鮮でした。展示内容につい
てとりわけ興味を抱いたのは、一つ目に南山学園を構
成する各学校の開校のされ方と順序について、二つ目
に1936年に開校し、1941年に廃校となった南山小学校
について、三つ目に1979年度に南山高等学校・中学校
内に設置された「帰国子女特別学級」が、南山国際高
等学校・中学校の開校へとつながっていったことにつ
いてです。
一つ目については、戦前にまず南山中学校ができ、

次に南山小学校ができ、南山大学ができたのは戦後
だったことが興味深かったです。名古屋大学には教育
学部に「附属」中・高等学校がありますが、南山学園
では南山高等・中学校が「南山大学附属」ではないこ
とに、改めて気づきました。
二つ目については、戦前に南山小学校があったこ

とを知らなかったため、大変驚きました。とくに興味
をもったのは、南山小学校の子どもたちが、廃校後に
八事国民学校へ移ることになったという点です。南山
小学校は私立のため、子どもたちは名古屋市内外から
通学していたと推測されますが、その全員が、学区を
もつであろう公立の八事国民学校へ移ったのでしょう
か。
三つ目については、はじめは学級規模で開始され

た取り組みが、学校規模へと拡大したことの意味を考
えさせられました。生徒の増加に伴う校舎不足や、名
古屋市内での新校地取得の困難というハード面の事情
はよくわかりました。しかし一方で、校舎や校地が別々
になることによって、例えば帰国子女と帰国子女では
ない生徒とが互いを知り合う機会が減ったであろうこ
とや、教員間の交流が難しくなったであろうことなど
が想像され、そうしたソフト面の変化についてはどの
ような議論があったのか興味が湧きました。
以上のように、南山学園の関係者ではない私にも

たのしく見学でき、好奇心を刺激される展示内容で
した。興味をもった点について、まずは『HOMINIS 
DIGNITATI 1932-2007 南山学園創立75周年記念誌』
（南山学園創立75周年記念誌編纂委員会編、2007年）
で調べてみようと思います。
最後になりましたが、訪問を温かく迎えてくださっ

た南山アーカイブズの皆様に、心より御礼申し上げま
す。

写真３　常設展示室Ⅰ室

写真４　「生徒が作成した時間割」
（南山アーカイブズ所蔵）
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資料室日誌（抄）　令和２（2020）年２月～令和３（2021）年１月

2月10日	 歴史資料等保有施設の名称変更申請書を内
閣府に提出（大桑康史係長・堀田慎一郎室
員）。

2月18日	 事務補佐員候補者（令和元年度定年退職予
定者）面接（宮川勉部門長〔総務部長〕・武
内松二総務課長・堀田室員）。

2月19日	 創立80周年記念史執筆者打合せ会（吉川卓
治部門長・堀田室員ほか、3月27日にも）。

2月20日	 国立公文書館等指定施設の名称変更に関す
る同意協議書（総長→内閣総理大臣）を内
閣府に提出（大桑係長・堀田室員）。

2月26日	 財務部長室から資料移管。
2月27日～28日　堀田室員が、東北大学災害科学国際

研究所等主催の公開フォーラム「被災地と
史料をつなぐⅡ」および被災地巡検に参加。

3月13日	 名古屋大学全学学生会および国際嚶鳴館か
ら資料を受贈（堀田室員・魚住奈都子事務
補佐員）。

3月18日	 大学文書資料室（以下、本室）室会議開催
（構成メンバー：上月正博室長（理事・事務
局長）〔4月以降は髙橋宏冶室長（理事・
事務局長）〕・宮川部門長・吉川部門長・大
桑係長・堀田室員・古賀恭代室員）（以降、
5月20日、7月15日、9月16日、11月4日、
1月12日に開催）。

3月30日	 情報学研究科から法人文書移管。
3月31日	『名古屋大学大学文書資料室紀要』第28号、

『名古屋大学大学文書資料室ニュース』第37
号を刊行。

	 上月室長が退任。河合成典・阿部貴哉・
柘植宗樹の各事務補佐員が任期満了により
退職。

4月1日	 東海国立大学機構大学文書資料室と改称
し、同機構の運営支援組織となる。

	 高橋宏治室長（理事・事務局長）、東岡達也
事務補佐員が着任。

4月2日	 岡田智行事務補佐員が着任。
4月6日	「石岡繁雄の志を伝える会」と石岡繁雄文

書資料について打合せ（堀田室員、6月9日、
9月17日、1月19日〔オンライン〕にも）。

4月8日	 ホームカミングデイ実行委員会（メール審
議）に堀田室員が出席（5月13日、11月11
日にも出席、11月11日はオンライン会議）。

4月9日	 令和元年度に整理した資料等の配架作業
（堀田室員・古賀室員・岡田事務補佐員・魚
住事務補佐員・東岡事務補佐員・林喜子事
務補佐員）。

4月20日	 新型コロナウイルス感染症の流行のため、
学外者の利用を停止し、在宅ワーク中心の
勤務体制に移行（5月17日まで）。

4月21日	 全学教育科目（全学教養科目）「名大の歴史
をたどる」をNUCTによるオンラインで開
講（吉川部門長・堀田室員）。

5月13日～14日	 紀要第29号の投稿募集を機構内外に
告示。

5月18日～31日	 学外者の来室利用を再開、部分的在
宅ワーク勤務体制とする。

6月1日	 通常勤務体制に復帰。
6月7日	 管理部職員課から法人文書移管。
6月8日	 ニュースレターおよび紀要を学外へ発送

（岡田事務補佐員）。
6月18日	 名古屋大学の運営局・運営支援組織・部局

に「令和元年度作成された印刷物の提供に
ついて」の依頼を通知（古賀室員）。

6月19日	 医学系研究科人事労務課から法人文書移
管。

6月25日	 工学研究科教務課書庫（7号館B棟）にて、
歴史公文書・歴史資料の選別作業（堀田室
員・古賀室員）。

7月1日	 工学研究科教務課の書庫（7号館B棟）か
ら、歴史公文書・歴史資料等を搬入（堀田
室員・東岡事務補佐員・林事務補佐員・魚
住事務補佐員）。

7月2日	 総合保健体育科学センターから法人文書移
管。

7月13日	 附属図書館情報管理課から法人文書移管。
7月16日	 アイソトープ総合センターから法人文書移

管。
7月27日	 博物館事務室から法人文書移管。
7月29日	 監査室から法人文書移管。
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8月5日	 研究所事務部、情報推進部から法人文書移
管。

8月13日～14日	 全学一斉休業日のため閉室。
8月19日	 附属図書館東山図書課（法学）から法人文

書移管。
8月24日	 理学部・理学研究科・多元数理科学研究科

事務部から法人文書移管。
8月26日	 内閣府に「令和元年度特定歴史公文書等の

保存及び利用の状況報告」を提出（古賀室
員）。

8月27日	 医学部創基150年記念事業について、医学系
研究科と打合せ（堀田室員）。

9月1日	 工学研究科教務課から法人文書移管。
9月2日	 医学系研究科総務課から法人文書移管。
9月3日	 研究協力部から法人文書移管。
9月9日	 文系総務課から法人文書移管。
9月10日	 企画部企画課から法人文書移管。
9月14日	 教育推進部教育企画課から法人文書移管。
9月28日	 日本福祉大学理事長・学長室から粉川室長

ら2名が来室し、施設見学・ヒアリングを
実施（堀田室員）。

9月30日	 管理部総務課から法人文書移管。
10月5日	 全学教育科目（全学教養科目）「アーカイブ

ズ学入門」を ZOOMによるオンライン講
義として（吉川部門長・堀田室員）。

10月7日	 附属図書館東山地区図書課（情報言語）か
ら法人文書移管。

10月8日	 東岡事務補佐員の限定職員採用面接（宮川
部門長・武内総務課長・堀田室員）。

10月12日	 附属図書館東山地区図書課（経済）から法
人文書移管。

10月14日	 堀田室員が南山アーカイブズ主催オンライ
ン講演会「アーカイブズと図書館：大学に
おける LA連携の可能性」に参加。

10月17日	 第16回ホームカミングデイにて、3つのオ
ンライン企画を開催（5頁参照）。

10月20日	 名古屋大学元助教授小木曽みよ子氏宅を資
料調査（博物館門脇誠二講師・同藤原慎一
講師・堀田室員）のうえ、本室は文書資料
室を受贈。

11月5日	 生命農学研究科、教育学部附属学校から法
人文書移管。

11月6日	 岐阜大学管理部総務課と法人文書管理につ
いてオンラインで打合せ ( 大桑係長・堀田
室員）。

11月9日	 医学系研究科経営企画課から法人文書移
管。

11月10日	 DO室から法人文書移管。
11月12日	 教育推進部学生支援課から法人文書移管。
11月18日	 教育推進部基盤運営課、管理部財務課から

法人文書移管。
11月24日	 附属図書館東山地区図書課（工学、理学、

生命農学）から法人文書移管。
11月25日	 工学研究科総務課から法人文書移管。
12月2日	 医学系研究科大幸地区事務統括室から法人

文書移管。
12月4日	 利用等規程の改正（書類収受のオンライン

化など）の同意協議書（機構長→内閣総理
大臣）を内閣府に提出（大桑係長、12月22
日付で内閣総理大臣同意）。

12月7日	 環境学研究科事務部から法人文書移管。
12月7日～8日	国立公文書館「公文書管理研修Ⅱ」を

オンライン受講（堀田室員・古賀室員）。
12月8日	 令和2年度事務連携法務WG専門研究会

（法人文書管理教育研修会）で、堀田室員
が「アーカイブズの視点から法人文書管理
を考える」と題して講演（オンライン）。

	 魚住事務補佐員、古賀室員が上記教育研修
会を受講（オンライン）。

12月9日～10日　小木曽みよ子氏宅を訪問し、文書資
料を受贈（堀田室員・東岡事務補佐員）

12月23日	 教育推進部入試課から法人文書移管。
1月12日	 岡田事務補佐員が時差出勤開始。
1月13日	 林事務補佐員が、ニュースレターの記事執

筆のため、南山アーカイブズの常設展示室
を取材。

1月18日	 新型コロナウイルス感染症の流行のため、
部分的在宅ワーク体制に移行。
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その他、ご処分予定の資料についても、まずはご一報ください

大学文書資料室の資料書庫

☆在学時の配布物
　 （�学生便覧、シラバス、試験問題�
課外活動の資料…）

☆�教育・研究活動、大学・部局運営に
関する資料
　 （�各種書類、会議のメモ、備忘録、�
スクラップ記事…）

☆校費による印刷物・刊行物
　 （冊子、パンフレット、ポスター…）
☆�ご退職関係の記念冊子・記念�
論集・業績集…� など　


